
平成22年度第１回入門考古学講座「中世城郭の歩き方」追加資料

(財)かながわ考古学財団 宮坂淳一

小田原城の北 条 氏 直より、馬 廻 衆の山角紀伊守定勝に対して、津久井城に出陣する際に出された古文書で
ほうじょううじなお うままわりしゅう やまかどきいかみさだかつ

す 内容は 山角定勝が率いていく軍勢の内 57人は□曲輪(虫食いのため不明)に配置して 残りの20人は剣崎曲輪。 、 、 、
けんさきくるわ

に配置する。もし曲輪が狭い場合には、天狗山にへ出入りする者を改める役所に加えるように書かれています。剣
てんぐやま

崎曲輪も天狗山も津久井城古絵図に名前をみることができます。また、後半部分には乗馬により城山に上ることを

咎めないような内容が書かれています(古文書の詳細については裏面の解説を参照)。鎧をつけて登るのも大変な山

城に、馬も一緒に登っていったことが古文書からわかりました。

天正12年(1584)10月２日 馬の博物館蔵北条家朱印状
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横浜市歴史博物館蔵騎馬武者・徒歩武者模型
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